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安
品
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苦
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蓊
侈
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を
供
給
す
る
も
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而
し
て
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國
段
は
、他
の
總
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商
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八
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〇
年
刊
行
の
大
英
百
科
辭
典
第
四
版 

中
に
於
け
.る

「

經
濟
學」

な
る
項
目
の
：：執

筆

者

は

「

'®
: 

だ
ス
ミ
ス
の
學
說
を
擧
守
す
る
も
0-
な
り」
^
斷
言
し 

な
が
ら
も
、
尙
ほ
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
產
的
勞
働
な 

る
：區
別
R
就
て
左
の
如
.ぐ
論
じ
で
居
る
o
日
ぐ
 

.「

今
日
本
題
に
就
て
最
も
優
秀
な
る
著
者
は
、
此
の
區 

別
を
ば
無
用
の
も
の
S
し
て
取
扱
は
ん
S
す
る
傾
向
が 

あ
る
0
被
等
の
主
張
す
る
所
は
、
即
ち
生
活
の
'便
宜
品 

及
び
快
樂
品
の
®
富
な
る
點
に
の
み
存
し
、
而
し
て
是

等
の
物
件
®
增
殖
に
實
献
す
る
人
々
は
、
皆
菩
々
の
手 

に
觸
れ
得
可
さ
或
る
商
品
を
提
供
す
る
者
で
は
あ
る
ま

い
が
、
併
し
何
れ
も
生
產
的
勞
働
者
に
相
違
な
い
ミ
沄 

ふ
の
で
あ
る」
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然
ら
ば
ジ
江
ィ
ム
ス
•
ミ
ル
、
口
バ
ー
ト
*
マ
ル
サ
ス
、

デ
グ
？
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•
ジ
力
ー
ド
ー
等
所
謂
英
國
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統
派
經
濟
學 

者
は
、
右
の
火
英
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科
辭
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四
版
中
に
於
け
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學」

な
る
項
目
の
執
筆
者
の
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の
如
く
、
®
し
て
ス
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ス
，の

生

產

的

勞

働

說

を
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用

視

し

た

で
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ら

ぅ

か

。
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れ
次
に
私
の
窺
は
ん
^
欲
す
-る
所
で
ぁ
る
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し
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他
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ぁ
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す
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如
き
此g

に
關
し
て
屢
々
露
骨
に
慊
厭
の
情
を
表
白
し
.
換
或
は
交
換
の
行
は
れ
得
る
能
力
，が
物
の
價
値
を
決
定
，
 

た
る
が
、
獨
り
價
値
論
に
於
て
は
聊
か
趣
き
の
異
る
>

I

す
る
に
必
要
な
る
は
、
人
の
認
む
る
所
で
ぁ
る
C「
所
有 

0
あ
b
o
,即

ち.sm.ltlv R
i
c
a
r
d
o

の
客
觀
價
値
說
〒}

者
が
全
然
單
獨
に
て
其
所
有
物
^
賦
與
す
る
價
値
は
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交
々
南
說
を
攝
取
し
つ
，

〜

も
、
尙
且
つ
效
用
を
費
用
’

ょ
卜
遙
か
に
重
し
ミ
斷
ず
る
見
解
に
侬
つ
て
ク
彼
れ
は 

「

雨
者
を
折
衷
し
た

 ̂
$
云
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
後
者
に
傾
倒 

し
：た
。
::
是
れ
S
同
時
に
從
前
.對
立
拮
抗
せ
る

兩

種

價

値 

:

論
の
萬
滕
は
.漸
く
愛
に
終
炮
を
街
げ
"
將
に
第
二
期
建 

設

の

時

代

に

遯

ら

ん
>?
:
す
る
轉
機
に
到
達
せ
る
も
の
で

あ
る
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亦
た
價
値
の
#,
究
を
專
ら
交
換
價
値
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く
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物
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偾
値
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交
換
價
値
或
は
評
.
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獨
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且
つ
瞹
昧
で
あ
る
。
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'所
有
者
は
事
實
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富
裕VJ

な
る
事
無
く
し
て
、
其
所
有
物
を
過
大
に
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價
す
る
事
が
出
來
や
ぅ
。
然
る
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旦
他
の
人
々
が
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物
を
獾
得
せ
ん
が
.爲
に
、
同
じ
く
價
を
具
備
す
る
他
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を
是
れ
ミ
交
換
に
於
て
與
ふ
可
く
諾
す
る
時
は
、
其
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ふ
る
を
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す
る
後
の
貨
物
の
分
量
が
前
の
貨
物
の
價
値 

の
尺
度
で
あ
る」
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ど
の
間
に
折
衝
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
此
他
人
は
此
'■
用
途
に
供
せ
ら
る
、
以
上
は
、
愛
に
蘭
ふ
所
の
效
月
を

物
に
欲
翅
を
^
し
！

4

つ
之
を
取
得
す
る
爲
に
は
、
可
等 

か
の
鱗
牲
を
支
桃
は
ざ
^
可
か
ら
ざ
る
人
で
あ
る」

o
更 

:
;ー
に
：換

言

す

れ

ば
「

各

貨

物

の©
値
は
是
れ
；に
欲
望
を
苜 

す
る
人
即
ち
其
®
要
者
ど
>
,
之
を
生
衝
す
る
人
即
ち
其 

供
給
者V

の
間
に
爲
さ
る
.
> 相
背
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す
る
評
價
に
由
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；
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效
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て
あ
る
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「

■效
用w

は

經

濟

學

上

に

於

て

ぼ

.其

如

何

な

る

態
樣
を 

以
で
す
る
を
問
は
ず
人
間
に
役
立
ち
轉
可
き
、
物
の
具 

W
す
る
能
力
で
あ
る
。
如
何
に
無
用
の
物
乃
至
不
便
の 

物
名
雖
苟—

も
人
が
楚
れ
に
愤
格
を
賦
鄭
す
る
が
如
き

:'
■有
す
。
.此
價
格
は
人
間
が
判
斷
し
て
物
が
具
^
す
皮
認
- 

む

る

所

の

效

用

、
_
或

は

人

間

が

其

消

費

ょ

り

抽

出

す

る 

Z
所
の
滿
足
の
尺
度
で
あ
る
I
故
に
效
用
は
該
往
產
物
に 

:

對
す
る
需
要
の
基
礎
を
成
し
、
隨
っ
て
其
價
値
の
a
礎 

\

を
成
す
も
の
で
あ
る」

(
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0
3
'
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8
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メ

锊 

|

値
は
又
絕
對
的
に
あ
ら
す
相
對
的
で
あ
る
。
其
は
そ
れ 

|

自
身
に
於
て
存
在
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。
其
は
諸
物
の
.
.

自
然
的
資
質

^

倚
賴
す
る
に
あ
ら
ず
。
却

つ

て「

S

®»
I
I 

|

的
性
質」

q
u
a
l
s

 

m
o
r
a
l
e

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

,
是
れ
價
値
は
其
根
據
た
る
欲
望
に
從
づ
てr

不

斷

に

變

,

.

\
動
す
る
事
を
本
質
ど
す
る」

所
以
で
あ
る
。
狗
に
價
値
:

は
.十
人
十
色
で
あ
る
。「

或
る
者
は
美
衣
ょ
り
も
美
食
を 

擇
ぶ
可
く
:"
或

る

者

は

美

食

ょ

り

も

美

衣

を

擇

ぶ

可

-
M

「

： 

し
1_
。蓋
し
價
値
は
效
用
に
：基
き
效
用
は
欲
望
に
基
き
欲
：
-:
H
 

望
は
、
風
俗
*憤
習
<
牛
齡
4

味
.情
欲
。‘性
癖
等
^
依
0

.

て
異
同
あ
る
•か
故
で
あ
る
。
道
學
者

の
眼
に
は
^
環
は

.
無
.用
の
物
な
ら
ん
も
、
,經
濟
樂
者
の
見
地
ょ
り
，す
れ
ば
_ 

:
‘人
間
が
是
れ
に
享
樂
を
見
出
す
以
土
：は
ヽ
：其
は
價
値
を 

.取
得
す
も
の
で
ぁ
る
。「

虛
榮
も
尙
饑
餓
に
四
敵
す
る
緊 

急
な
ん
欲
望
を
持
ち
得
可
し」

n
c
d
s
a
^
c
o
n
o
m
i
e 
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•: T

乍
併
斯
く
の
如
く「

物
の
有
す
る
價
値
の
第
一
の
甚 

#

は
其
效
用
に
外
な
ら
ざ
れ
f

、
然
も
必
中
し
名
興 

,價
値
は
其
效
用
の
水
準
に
ま
で
上
騰
す
る
も
の
に
ぁ
ら 

ず

。
：：其
は
唯
だ
人
ガ
に
依
つ
て
此
物
に
與
へ
ら
れ
た
る 

效
用
の
水
準
に
ま
で
上
騰
す
る
に
過
€
ぬ
。y

此
效
州
の 

，腧
剩
は
自
然
の
富
に
し
て
無
償
で
ぁ
る
し
^

0
§
，
？
を
5 

1
8
2
8
, 

I

这 par de; c
h
a
p
,

 . II L

 pp. 

M 

6
6
-
1
6
7 )

。凡
そ「

吾

人
の
欲
望
の
或
る

種
類
は
.豸
氣
.水
，

| 1
光
の
如
く
に
，

:.
自
然
が
無
償
を
以
て
供
給
す
る
貨
物
の
使
用
に
依
り
充 

足
せ
ら
る
。
其
支
出
を
爲
ず
は
自
然
の
み
な
る
が
故
に 

:.
之
を
自
然
的
富
€
名
付
く
：を

得

ん

。
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而
し
て
其
は
全
人

:

第
卞
八
怨
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)

，：

雜

.
佛
湖
四
經
濟
樂

に
無
差
別
に
.與
へ
ら
る
、
が
故
に
、
人
は
之
を
獲
得
す 

る
に
何
物
か
を
犠
牲
に
供
し
て
僧
格
を
支
拂
ふ
.の
必
婴 

無
し
。
隨
つ
て
其
は
毫
篮
も
交
換
價
値
を
有
す
る
#
無 

し
。
是
れ
に
反
し
て
他
の
欲
望
は
無
償
に
て
は
取
得
す

一
6
を
得
ざ
る
、
即
ち
人
類
の
生
產
の
成
果
れ
る
幾
多
の

)

：

. 

.

.

. 

.

貨
物
を
使
用
す
る
に
ぁ
ら
ず
ん
ば
、
之
を
充
足
す
る
を 

得
す
。

」

是
等
の
諸
物
こ
そ
真
の
，財
に
し
て
其
價
値
を
確 

齒
す
る
も
の
は
社
會
的
現
象
た
る
交
換
な
る
が
故
に
、 

吾
人
は
之
を
社
俞
的
富
ご
稱
す
る
を
得
可
じ
。
而
し
て 

此
社
會
的
富
の
み
獨
&
科
學
的
硏
究
の
對
象
た
る
を 

得
。
蓋
し
»
斷
的
な
ら
ざ
る
偾
値
を
具
有
す
る
は
唯
だ 

是
れ
の
み
な
る
を
以
て >
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る
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斯
く
物
の
價
値 

:

は
其
の
效
用
中
唯
だ
人
力
の
作
爲
の
.結
果
た
る
部
分
に 

.の
み
.此
例
し
て
足
ま
る
.'̂
.云
ふ
事
食
ょ
'
^

T
v

し
て
、

«
 

値
ど
生
產
.費

•ド
-
.の

關

係

は

發

生

す

る

，。

即

ち

债

値

の

第 

■:
ニ
の
基
礎
は
生
產
费
で
ぁ
る
。
其
は
需
要
の
範
圍
を
限

丨；於
る
舣
値
論
の
贤
連
，

'
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定
す
る
'
.蓋
し
物
の
價
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1
が
生
產
费
以
上
に
騰
る
事
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だ
し
け
れ
ば
、
需
要
者
は
自
&:
之
を
製
す
る
を
以
r
.
M 

」

あ
り
V

」

爲
し
之
を
®
要
す
る
事
を
停
止
す
可
く
、
又
®
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產
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に
降
る
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は
生
產
の
繼
續
不
可
能
な 
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て
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デ
を
骨
子
ど
じ
て
窺
へ
る
其
. 

價
値
.諭
.の
大
様
に
し
て
、•

單
に
前
叙
の
演
述
を
の
み
通 

|鹽
す
％ 

.時
は
彼
れ
の
.贺
値
論
は
寧
る
客
觀
的
色
彩
の
.濃 

厚
な
る
：か

の

觀

あ

り
0
如
何
ど
な
れ
ば
效
用
が
ft
だ
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値
の
前
提
條
仲
な
り
ど
云
，ふ
^
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:
ら

ば

殆

^

誰

し

も

認
 

容
す
る
第
實
に
し
て
フ
異
說
の
分
岐
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も
要
撕
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贤
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^

a
./E
す
る
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因
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す

る

■
に、■ 
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pベ
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i

見
之
を
生
產
費
な
る
.外
的
事
象
に

求

む

る

が

如

ぐ

な 

る
を
以
て
X
あ
る
。
然
る
に
吾

人

が彼
れ
の
所
論
を
以 

.て
費

用
價
値
說
に
あ
ら
ざ
る
は
勿

論

、费
用
價
値
說
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,
效
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値
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平
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衷
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め
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彼
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e
共
に
初
期
效
用
便
値
論 

|

者
の
一
に
算
入
せ
ん
ど
欲
す
る
所
以
は
那
邊
に
存
す
る 

，乎
。
其
は
彼
れ
の
代
表
的
著
述
を
味
讀
す
る
時
、
價
値
，

一
に
關
聯
す
る
效
用
ミ
費
用W

の
間
.に
絕
大
な
■?
)
差
等
.を
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設
け
、
前
者
を
以
て
後
者
：に
比
較
し
本
質
上
遙
か
に
重 

一
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耍
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-

c

m心
惟
す
る
見
解
を
、
隨
所
に
看
取
す
る
が
故 

::

で
あ
る
。
試
み
に
其
顯
著
な
る
例
證
を
擧
げ
ょ
ど
な
ら 

ば
、
效
用
が
價
値
の
第
一
の
基
礎
た
る
事
を
カ
說
せ
る 

節
所
の
脚
訪
に
於
て
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時
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r
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t

が
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賴
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樣
に
於
て
生
產
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に
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落
す
る
事
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か
る
可
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云
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か
る
際
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す
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す
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大
の
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支
拂
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を
肯
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せ
ざ
る
可
し
。
恰
も 

衆
の
前
に
：容
器
を
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器
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满
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滿
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憤
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双
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な
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に
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ょ
り
も
常
に
高 

、價
な
る
可
し
"
假
令
人
々
擧
つ
て
後
者
が
前
者
ょ
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用
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産
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憤
値
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原
！
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が
效
用
た
る
に
は
敢
て
異
議
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:
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ち
其
尺
度
は
費
用
を
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^
.で
他
に
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難
し
^
な
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の
見
解
を
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た
る
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是
れ
に
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す
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蒈
に
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日
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效

：用

は
|1
値

の

尺

度
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t
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り
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：
乍
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佘
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間
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物
に
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與
す
る
所
：の
價
倣
が
、
彼
れ
が
其
中
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，見
出
す
效
用
の
尺
度
な
6
ヒ
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へ
ゥ
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信

す
:°
余
も
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た
貴
下
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し
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1生
產
物
の
價
値
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生
產
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困
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な
る
が
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に
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せ
る
所
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低
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，す
る
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J

事
を
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。
容
し
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用
が
所
定
の
價
格
に 
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疇
す
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す
る
時
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又
若
^
其
效
.用
が
其
®
格
に
K
嘻
せ
す
V
J
M惟
す
る
が 

は
似
等
は
之
を
生
產
せ
^」

9」

い§
.

&

.十

4

5 ノ
。

以

之

觀

之S
a

y

は
屈
到
な
；る
注
意
を
用
ひ
て
、
效 

,用
を
:«
値
0

尺
度
ど
爲
さ
す
逆
に
：價
値
を
效
甩
の
て
^

: 

ご
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
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す
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。
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般
的
原
理
に
依
つ
て
、
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は
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値
の
中
に
其
尺
度
を 

j

取
る
。
效
用
は
純
然
た
る
個
人
的
事
礙
な
る
故
に
、
び 

.

揚
價
値
を
表
示
又
は
測
宛
す
る
を
得
な
い
。
乍
併
其
は 

|

雷
要
を
通
し
て
市
場
價
値
を
決
定
す
る
。
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く
て
又
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\

市
揚
價
値
は
其
精
確
な
る
ぞ
精
確
に
近
き
ど
を
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用
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明 

|

か
に
す
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き
唯

一
の
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#
手
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の
共
.通
指
示
者 

:

で
あ
る
ど
云

ふ
に
歸
着
す
る(

D
a
v
e
n
p
o
r
t
: 

V
a
l
u
e

 a
n
d

 

Distribution p. 
1
0
9

)

0 

R
i
c
a
r
d
o

 

は
前
揭
の S

a
y

 

の
句 

答
に
も
尙
納
得
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ざ
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3
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十
月
十
日M

I
U
S

に
與
ふ
る
の
書
中
に
於
て
も
依
然 

S
a
y

の
價
値
論
に
關
し
て
同
趣
意
の
攻
擊
を
反
緩
し
、 

「

被
れ
が一
貨
物
は
其
效
用
に
比
例
し
て
價
値
ぁ
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主
張
す
る
は
、
飽
に
價
値
の
何
を
意
味
す
る
か
に
關
t 
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て
诳
確
な
る
觀
念
を
有
せ
ざ
る
も
の
な
$
。
若
し
讀
手

の
、み
が
諸
物
の
價
値
を
支
_配
す
る
も
の
ミ
せ
ば
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此
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眞
な
る
可
し
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然
る
時
は
洵
に
菩
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は
凡
ゆ
る
人
々
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,進
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貨
物
に
與
ふ
る
所
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格
が
>
|
彼
等
が
是
れ
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抱
け
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度
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し
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な
ら
ん
。
乍
併
事
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見
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で
赀
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ょ
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す
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値
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働
の
價
値
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ど
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此
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滿
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せ
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つ
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年
三
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て
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余
は
貴
下
に
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げ
ん
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下

が

生

產

物
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.値
を
決
定
す
る
も
の
に
ぱ
あ
ら
ざ
‘る
勞
霄
の
贋
衡
ビ
、 

生
產
物
の
價
値
を
決
定
す
る
所
の
其
生
產
に
必
要
な
る
：
 

勞
働
の
分
量
ど
の
間
に
：設
り
ら
る
、
相
違
を
充
分
，理
解 

す
る
能
は
中
。
蓋
し
余
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、.：
貴
下
が
'.
_ 

.

勞
儆
の
景
：及
.び
質
を
決{

疋
し
得
る
は
、
' 人
が
之
を
收
受 

す
る
爲
に
支
拂
ふ
價
格
に
依
る
に
あ
らV
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ん
ば
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は
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る
可
き
を
以
て
な
ら」
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的
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質
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要

素

に

還

元

し

得
る
：事
を
證
明
せ
ざ
る

;:
限
9
、
其
所
謂
相
對
量
を
比
較
す
る
以
前
に
當
つ
て
：先

づ
是
れ
に
交
換
價
値
を：

附
し
、
此
交
.換
價
值
に
.準
遽
し

て
の
み
始
め
て
比
較
を
行
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。
然
る

.
G
其
際
は
勞
働
そ
れ
自
身
が
旣
に
尺
度
を
收
受
す
る
道

理
で
あ
る
。
故
に
勞
働
を
以
て
價
値
の
尺
度
^
爲
す
は
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可
能
な
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で
あ
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も
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義

の
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は
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に
見
る
や
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意
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に

於

て企
業
家
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勸
勞
が
價
値
に
對
す
る
關
係
如
何
は
未
だ
甚
だ
審
ら
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な
ら
ず
ど
雖
;̂
此
黏
を
姑
ら
く
除
外
す
る
時
は
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生
産
物
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狻
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促

逝

す

る
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、
.其
價
格
は
各
市
場
に
於
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產
費
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依
ぅ
決
忠
せ
ら
れ
た
る
限
推
に
於
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成
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如
き
、

一.應
生
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费
說
を
是
認
せ
る
が
如
き
觀
無
し
足 

.せ
ざ
る
も
、
然
も
愛
！̂
於
て
か
.法
產
諸
要
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益
の
偾
格
を
決
定
す
る
原
啩
を
撒
求
す
る
必
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を
究
め
て
日
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是
等
生
產
諸
要
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の
時
惯
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r
他
物
の
僧
値
^
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原
理
に
銮
い
て
成
立
：
 

す
？
乍
併
典
需
要
せ
ら
る
、
分
最
は
其
勅
機
，を
消
费
の 

滿
足
に
發
：す
る
能
は
中
。翠
し
田
酬
土
場
の
類
は
直
接
：
 

其
所
有
港
に
»
し
て
、：

何
等
の
滿
足
を
も
確
保
す
る
も： 

の
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
。
故
に
彼
等
の
價
値
は
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等
ょ
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杣
し
得
る
注
產
物
：の
價
値
ょ
，ト
來
る
ャ
而
し
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て
麻
生
齑
物
の
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値
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又
も
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劇
が
此
生
產
侧
に
依
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つ
て
爲
ネ
れ
得
る
用
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し
得
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に
依
®
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用
は
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的
地
位
を
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用
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に
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抗
す
る
も
の
に
し
て
？
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用
は
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產
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の
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る
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に
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價
値
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が
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ょ
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生
ず
る
生
産
物
の
價
値
に
依
つ
て
,
直
接
に
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定
せ
ら
れ
、
結
局
此
生
產
物
の
®
値
は
其
欲
毁
滿
足
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，
換

言

す

れ

ば

其

效

用

に
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な
す
も
の
な
る
が
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に
、
：是
れ
明
か
に
生
產
費
の
影
響
を
否
定
し
價
値
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決
定
を
：全
然
效
用
に
置
く
の
名
云
ふ
可
く
、
假
令
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れ
が
各
生
產
費
の
價
値
が
其
生
產
物
の
價
値
に
比
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る
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を
主
張
し
た
れ
ば
ビ
て
セ
直
に
價
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の
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度
を
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に
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な
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蒙
ら
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に
あ
ら
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日
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凡
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勞
働
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士
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は
資
本
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ぜ
配
す
る
者
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人
の
生
產
的
勸
勞
ミ
呼
ぶ
所
の
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物
の
商
人
で
あ
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企
業
家
は
一
生
淹
物
に
對
し
て
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す
る
需
要
に
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き
、
之
を
製
作
す
る
に
必
要
な
る
生
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的
勸
勞
に
價
を
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す
る
所
の
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介
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に
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產
物
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摩
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れ
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產

物
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產
す
可
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を
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觉
し
、
以
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.凡
ゆ
る
生
產
的
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に
對
す
る
需
要
を
確
立
し
、
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ぐ
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の
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ょ
り
し
て
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是
等
勤
勢
の
市
場
價
値
に
到
達
す
可
き
基
礎
を
供
す
る
バ
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で
あ
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て
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せ
ら
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勸
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言
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へ
し

て
後
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に
從
へ
ば
、
生
產
の
If
奥
素
は
其
價
値
を 

生
產
物
ょ
6
取
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
.企
榘
家
の
席
動
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結
A
ロ
せ
ら
れ
是
れ
年
共
に
協
力
し
且
つ
是
れ
に
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傭
を 

ら

る

、
所
の
、

價

値

生

產

に

於

石

要

素

^
じ
て
其
價
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を
取
名
の
で
あ
る
。
か
る
：が
故
に
：是
等
生
產
■

要
素
の
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收
受
す
る
報
酬
は
、
假
令
其
各
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を
個
別
的
に
精
確
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し

得

ら

る
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の
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し

て

も
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密
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生
產
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云
，ふ
を
得
ず
。
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は
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填
に
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搲

生
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.に
於
る
彼
等
の
協
力
の
市
場
價
値
に
過
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。
是
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明
か
に
前
者
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區
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す
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も
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で
あ
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。
今
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に
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る
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修
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を
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め
て
同
情
的
に
解
釋
す
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時
は
、
最
近
價
値
學
說
の
領
域
.に
.ま
で
^
步
せ
る
も
の 

€
見
れ
ば
見
ら
れ
る
。
乍
併
斯
ぐ
の
如
き
同
情
的
解
釋 

.
は
疑
ひ
も
如
く
彼
れ
自
身
の
洞
見
せ
ざ
り

し
も
の
を
 

其
學
說
中
に
掬
す
る
も
の
で
あ
る
。
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實
生
產
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に
關
す
る
彼
れ
の
說
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は
、
其
れ
が
學
理
的
に
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直
接
生
產
物
の
價
値
に
嚴
密
に
此
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す
ビ
思
惟
す
る
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誤
膨
ょ
6

遂
に
脫
却
す
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な
か
つ
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し
彼
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は

侬

然

直

截

な
る

言
明
を
爲
す
事
な
し
ど
雖
、
要
す
る 

に
種
々
な
る
所
得
の
分
配
は
假
令
如
何
様
に
受
容
：せ
ら 

;
る
く 

詳
言
す
れ
ば
其
實
物
報
酬
な
る
ミ
金
錢
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'

©な
る
ォ
、
各
日
拂
な
る
ど
各
週
拂
な
る
マ」

各
年
»
な 

る
，、

乃
至
賃
銀
な
るW

地
代
な
る
€
利
子
な
る
芒
を 

.
問
は
ず
、
總
て
企
業
家
を
通
じ
て
杣
出
せ

ら
る

、
も
の
 

で
は
あ
る
が
、「
乍
併
此
所
得
が
如
何
な
る樣̂
に
於
て
 

收
受
せ
ら
る
、
を
問
は
ず
、
其
は
常
に
同

|

の
道
理
に
 

照
ら
3
れ
、

而
し
て
邦
，̂̂
は
，常
に生
產

甘
ら
れた
る

價
値
な
り」

€
沄
ふ
に
歸
着
す
る
。
吾
人
は
是
れ
に
對 

抗
し
て
、
若
し
く
は
其
瞹
昧
な
る
a

の
修
訂
ビ
し
て
ノ 

報
酬
が
企
-業

家

を

通

じ

て

收

受

せ

ら

る

、
場
合
に
於
て 

は
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1各
生
產
婴
素
の
生
產
せ
る
價
値
は
果
た
し
て
幾
許 

な
る
や
之
を
明
細
に
知
る
i
し
無

ぐ

、

又
ょ
し
之
を
推 

知

し

得

可

し

w

假
窕
す
る
も
も
其
報
頸
が
其
生
產
物
に 

.均
等
若
し
：く

は

比

例

す

可

き

を

信

中

可

き

、
.，
學
理
的
保 

證
は
毫
も
存
在
せ
ざ
る
事
を
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 
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に
然
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以
上
は
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前
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題
に
立
返
づ
て
前
述
通 

り
の
理
出
に
依
り
、say,「

は
窮
極
の
價
値
尺
度
を
生
產 

赞
に
求
め
し
も
の
.に

は

あ

ら

す

^

云
ふ
最
後
の
斷
案
を 

下
す
ど
：も
、
敢
て
不
可
無
き
道
理
て
あ
ら
ぅ
。
洵
RS

a
y

 

は
傾
俯
の
決
足
に
關
し
て
徹
頭
徹
扈
需
要
の
侧
に
重
さ 

を

蹬

气

隨

つ

て

效

用

を

围
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す

る
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當

初
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無
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生
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に
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を
柳
ひ「

自
然
價
格
，
な
る
觀
念
を
す
ら
抱
懷

し
介
りV」
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、
之
.を
輕
視
し
.是
れ
に
终
卿
及
す
る
事
少
{
、
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國
流
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通
說
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に
天
淵
の
軒
輊
を
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し

て
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。
而
し
て
其
所
論
：の
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の
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、：價
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が
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或
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の
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ら
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す
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ぁ
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果

佘

は

各

生
-*
物
中
に
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然
が
«
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に
て
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人
に
供
給
す
る
效
用
の
部
分yj

吾
人
が
作
6
出
す
部
分 

^

の
存
在
す
る
事
を
看
取
.す
る
故
で
あ
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去
ひ
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『
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た
效
用
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ハ
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用 
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換
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質
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が
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濟
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携
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以
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I
S
M
S

は

小

冊

乍

ら

流

麗

な

る

筆

致

に

：託

し

.て

卓

越

せ

._
る

第

九

號

〗

セ
四 

經
濟
理
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
典
價
値
論
を
一
言
に
盡 

せ
ば
價
値
本
質
論
に
於
て
佛
國
傅
來
の
效
用
重
視
を
跑 

く

ま

で

も

嚴

守

つ

、
、

價

値

變

動

論

に

於

て

英

國

流

の

，
 

.

.費
用
說
の
影
響
を
漏
视
す
る
。
其
要
旨
を
摘
出
す
る
に 

|
「

幾
多
の
物
の
具
有
す
る
吾
人
の
欲
拏
に
役
立
つ
資
性
、

;

之
を
效
用
^
名
付
く
。
各
人
が
之
を
M
#
し
得
る
程
に 

I

-:':'

爾
く
豐
富
に
普
及
せ
る
諸
物
の
效
用
は
、
毫
篮
も
價
値 

を
有
す
る
事
な
し
。
價
値
.は
交
換
を
受
け
得
る
諸
物
の
：

.性
質
な
ぅ
。
效
用
は
價
値
を
伴
は
ず
し
て
存
在
し
得
れ 

|

ど
’も
、
價
値
は
其
必
須
の
甚
礎
ビ
し
て
效
用
を
持
た
ざ 

\
る
可
か
ら
ず
。
人
は
效
用
無
き
物
に
一
物
を
も
與
ふ
る 

を
欲
せ

ざ

る
も
、
幸
運
な
る
發
見
に

f

其
物
が
自 

| :

然
的
又
は
人
爲
的
欲
望
を
充
足
し
得
る
事
明
か
に
な
，
 

る
時
は
、
其
は
恐
•ら
く
異
常
の
價
値
を
獲
得
す
可
し」

 

(
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o
n
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chap. 
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-Dp.

1
7-1
,0
0)

。

乍

併「
效

用

が

價

値

の

唯

一

の

®

本
に
は
ぁ 

ら

す

。
人..が
效
.用
あ
る.
.
.

T 

.物

.に
'對

し

是
.れ
.ミ
交
換■に
.於

，
て
進
ん
て
他
物
を
與
ふ
る

S

に
は
.、
其
物
の
獲
得
に
何 

等
か
の
隙
碍
を
發
見
せ
ざ
る
，可
か
ら
す
。
水
は
通
有
な 

名

が

故

に

吾

人

は

是

れ

に

支

拂

は

す

:0
吾
人
は
之
を
吾 

人
に
齎
ら
す
人
の
勞
働
に
支
拂
ふ
の
み
。
然
し
若
し
其 

が
稀
少w

な
る

に
於
て
.は
之
を
購
買
甘
ざ
る
可
か
ら 

t
J

e
爲

し(pp. 

100
ニ 9>、

其
脚
註
に
於
て
旣
揭
の 

c
o
n
d
i
l

-

a
c

が
、
假
令
河
流
沿
岸
の
氷
^>

雖
之
を
掬
汲
す 

る
の
勞
働
を
要
す
る
が
故
に
.價
値
め
X

I
云
へ
る
言
馓 

:

を
引
用
し
た
る
後
、
其
缺
陷
を
指
摘
し
.て

「

余
が
.水
を 

:

掬
汲
す
る
爲
に
行
ふ
輕
徼
0:
:勞
働
は
、:'
;
洵
に
水
が
效
用
：
 

を
有
す
る
事
を
證
明
す
る
も
、
佘
が
掏
汲
せ
る
此
水

 ̂

交
換
に
於
て
若
し
人
が
余
に
何
物
を
も
與
ふ
る
摩
を
货 

ん
せ
ざ
る
に
於
て
.は
、
31
:
は
價
値
を
伴
は
ず
し(

？
. 19, 

en. n
o
t
e
)

ビ
批
判
し
、
畢
竟「

效
用
^
稀
少
性
^
は
價
値 

の
ニ
要
素
な
り
。
後
者
沉
前
者
に
代
位
す
る
が
如
く
に 

見
ゅ
る
は
幻
想
《
办
。豪
奢
《
る
店
舖
に
輝
く
寶
石
>
裝 

飾
品
の
如
き
無
益
の
物
は
毫
末
も
效
用
無
し
^
人
は
：云

笫
十
八
卷

.
へ
ど
も
、
余
の
®
義
せ
る
效
用
は
吾
人
の
欲
a
を
滿
足 

せ
し
む
可
く
或
る
物
の
具
有
す
る
資
質
の
謂
ひ
に
し
て 

A
爲
的
欲
望
は
自
然
的
欲
望
に
匹
敵
し
"

否
之
を
凌
®
 

す
る
事
す
ら
あ
り
得
可
し」

(

?

2

0

) 

S
て
其
本
質
論
を 

I

結
ん
で
ゐ
る
。
：
；u

へ
い
;
:
m 

へ
：
彼
れ
は
次
で
經
濟
的
價
値
ビ
偸
.理
的
價
値
^
の
異
同 

I

に
關
し
て
稍
冗
長
に
過
'(
:
る
言
說
を
费
や
せ
る
後
,
價 

«
變
動
論
價
格
論
に
轉
向
し
て
日
く「

商
品
の
評
價
は 

一
見
せ
る
所
專
恣
な
る
も
の
ぐ
如
く
に
、
換
言
す
れ
ば 

:

或
る
購
買
者V

或
る
販
賣
豸
^
の
欲
望
に
專
ら
倚
賴
す 

:;る
が
如
く 

隨
つ
て
其
結
果
同 

一
«#
»]
同

一

市

場

に
 

1
.

於

て

同一

種
.類
の
諸
物
に
對
し
て
も
ノ
人
は
甚
だ
異
る 

I.

價
格
を
支
柳
は
ん
ビ
す
る
も
の 

>如
く
に
見
え
る
。
乍 

:
併
事
實
は
然
ら
ず
。
各
々
の
商
品
の
價
値
は
一
般
的
に 

固
定
せ
ら
れ
、
且
其
變
動
す
る
時
に
於
て
は
其
高
低
は 

同
じ
く
一 
般
的
態
樣
に
依
て
決
定
せ
ら
る
\
を
見
る
。

:
然
ら
ば
此
齊
ー
な

る

評
價
の
現
象
は
如
何
に
し
て
行
は

第九號一七五

(

一
三
3£
五)

；
雜

：
錄

.:
佛
蘭
西
經
濟
孿
1
1於
る
愤
値
論
の
發
達



浓
卞
八
卷
.

O

三
s

o
雜

錄

.
綴
西
經
濟
學
！

i

於
る
慨
値
論
の
霞

や

。
，凡

そ

一

商

品

の

製

造

に

は

經

费

を

要

す

。
企
業
家 

は
或
は
股
料
を
質
入
れ
或
は
給
料
を
支
拂
ふ
等
樣
々
の 

::
:
支
出
を
爲
す

。

此
經
费
は
製
造
品
の
.偕
値
に
入
る
可
き
ぃ 

前
®
で
あ
：る
。
生
產
者
が
此
品
を
賣
却
す
る
時
*
彼
れ 

；

が
此
前
»
を
償
還
せ
ら
れ
且
0;
.毫
末
も
其
れ
以
上
を
收 

受
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
嫩
れ
は
之
を
製
造
價
格prix 

. 

d
e

 

fabrication

を
以
て
資
却
す
る
も
の
で
あ
る
？
乍
併 

彼
れ
：は
合
理上】

の
利
㈣
を
皿
む
に
相
遨
無
し
。
前
拂 

の
合
計
.
t
此
疋
當
な
る
0
&
ビ
が1

:

商
品
ゆ
眞
實
«

^
 

prix 

l̂
e
l

^
褙
成
すl(op' 

cit. 

pp. 

2
5
-2
6
)
。

,

3
れVj 

D
r
o
z

は
一
商
品
，の
_
價
が
此
眞
實
價
格
ょ 

b
或

は

高

く

或

は

低̂
^
!*
す

る

事

實

を

！

|

め
，
；隨
つ
. 

V

價
格
0
決
定
に
は
前

叙

の

素

因

以

上

：に
有
力
な
る

.も 

の
あ
り
^
爲
し
、
之
を
所
謂
擦
要
供
給
の
法
則
に
求
め 

る
。
乃
ち

沄

ふ「

買
芋
は
其
収
引
す
る
諸
物
の
製
造
に 

耍
す
る
费
用
を
考
慮
す
る
事
豨
に
し
そ〜

賓
手
が
若
し
；：
 

其
商
業
上
:̂
何
等
の
*
無
ぐ
，僧
«

を
釣
上
げ
得
る
場
合
，

第
九
號

1

七六

:に
價
値
が
正
當
.の
利
益
以
上
に
騰
貴

す

る

事

を

自

制

す 

:.

る
が
如
ぎ
は
尙
II
稀
で
あ
る
。
商
品
の
供
給
豐
富
に
し 

て
需
要
尠
少
な
る
時
は
.、
幾
多
の
賣
手
は
撰
擇
に
.
预る
 

、
事
を
熱
蕴
す
る
が
故
に
、
質
手
が
價
格
を
低
落
甘
し
む 

一
る
支
配
者
た
る
可
き
は
明
か
で
あ
る
。
是
れ
に
反
し
て 

:

需
要
莫
大
に
、
供
給
は
之
を
完
全
に
滿
足
せ
し
む
る
に 

V

は
餘
り
に
稀
少
に
過
ぐ
る
時
は
、
今
度
は
賣
手
が
有
利 

|

の
地
位
に
立
ち
取
引
の
支
配
者
ミ
な
る
。
故
に
時
價 

I 

c
o
u
r
a
n
t

を
決
定
す
る
も
の
は
需
耍
ど
供
給
迻
の 

| 

釣
合
な
b
し
，
、
J 

(op., cit. 

pp. 

2
6
-2
7
)。

I
,

,最
後
に
彼
れ
は
然
ら
ば
眞
實
價
格
^
時
價w

 

9
關
係
，
 

|
,
如
何
ミ
云
ふ
問
題
に
入
P
て
、
這
個
の
對
立
を
設
け
し 

一
罾
の
多
數
が
步
め
る
ど
同
一
の
軌
道
を
進
み
、
前
者
は 

後
者
を
*
3

し
て
相
投
合
す
る
の
傾
向
あ
.

cs 
€
の
見
解 

:

を
表
示
す
る
。
乃
ち
前
段
に
語
を
續
け
て
云
ふ「

此
锻 

ふ
可
か
ら
-ざ
る
^
實
を
認
め
た
る
後
* 
_
物
の
情
勢
は 

#
價
を
眞
實
價
格
.に
結
合
す
可
く
不
1

に
戰
ふ
»
を
觀

:

察
せ
ん
。
：實
際
上
若
し
も
商
品
の
過
剩
が
時
價
を
甚
•た 

し
ド
低
落
せ
し
む
る
に
於
て
は
、
幾
多
の
製
造
業
者
は

K
勞
務
ミ
其
資
本
^
の
爲
に
他
の
*
業
を
求
む
可
く
、 

:又
他
の
'人

々

:«
其
製
造
を
差
控
ぇ
る
。
愛
に
於
て
か
生 

產
物
の
.分
蛰
は
減
じ
.て
» :
ぼ
：窗
耍
®

水
準
に
：復
歸
す 

る

若

し

又

其

反

對

k
貢
手
多
く
製
造
者
^:
き
爲
時
價 

が
著
し
C
騰
貴
す
る
に
於
て
は
、
販
賣
©
確
實
性
は
^
 

產
の
二 ：

層

の

增

加

を

激

膽

し

、

其

高

大

な

：る

刹

|
#

の

割 

_

金

期

待

し

て

新

た

な

る

生

產

者

を

生

じ

、

商

品

の

：分 

暈
^
增
加
し
、
»
豐
富
な
る
®

0
結
果
ば
眞
實
價
格
> 

の
合
致
で
*'
る」

ど

(op. 

cit. 

pp. 

2
7
-
2
S
O

「

今

如

上

の

所

論

を

通

觀

す

：多

に

®
.節

，に.し
て
意
盡
さ
ぐI 

ざ
を
の
§

な
し
ぞ
せ
ずv

例

べ

ば

效

用

が

物

の

絕

對

\ 

.性

な

る

や

相

對

性

な

：る

や

を

_
示
せ
ざ
る
が
如
き
>

«
 

値
が
此
較
的
觀
念
な
る
を
切
言
せ
ざ
る
が
如
き
、
；就
中 

使
用
偾
値
(:
寸

毫

も

論

及

せ

ざ

る

が

如

含

は

：、
：欲

望

、

ハ
效
用
"
'使
用
價
値
、
交
.換
«
値

の

連

鎖

^
關
し
て
吾
人

浓

す

八

怨(

ニ
1
S七)

雜

錄

佛
翩
四
經
濟
學
に

.

を
充
分
に
首
#

せ
し
め
•ざ
る
の
慽
み
が
ぁ
る
。
然
も
^
 

:
.價
値
本
質
論
に
於
て
は
效
用
を
第
一
義V」

爲
し
、
是
れ 

に
稀
少
性
の
隨
伴
す
る
に
及
び
始
め
て
價
値
發
生
の
條 

:

件
の
完
備
す
可
き
を
力
說
し
乍
ら
、
其
®
植
變
動
論
に 

I

至
つ
て
平
均
利
潤
を
併
合
せ
る
生
產
費
を
以
て
、
市
場 

價
格
の
.
一
上
一
下
を
掣
肘
す
る
眞
實
谓
格
の
甚
礎
ど
看 

做
す
の
點
に
.於
て
、
英
怫
兩
流
の
折
®
的
傾
向
颇
る
顯 

著
な
る
を
否
む
可
か
ら
ず
。
是
：れ
に
比
較
す
る
時
は 

R
o
s
s
i

の
見
解
は
、
其
使
用
惯
値
を
重
視
す
る
事
に
依 

つ
て
'Say, 

D
3

2

の
短
を
補
ひ
、

其
價
値
決
定
に
爾 

し
_§£要
«|
に
主
6
を
求
む
る
寒
に
於
て
、S

a
y

r̂
iH
、に 

D
r
o
z

 

.ょ

り

も

一

層

主

觀

的

分

子

を

.
多

量

に

包
藏
し
、 

隨
つ
て
舊
®

を墨
守
す
る
事

更
に
«

»
で
ぁ
る
。

十
1
=

.
其
血
統
を
伊
太
利
に
承

け
て
後

國

籍
を
瑞
西
に
轉
じ 

吏

に
佛
ff
IT
に

歸

化

せ

る
 

p
&
g
^
B*
。Luigi 

s
o
a
r
d
o

 

穴
0
具

1
7
8
7
-
1

00
4
00)

が
、
其
波
瀾
數
奇
の
生
涯
に
於
て
經 

於
る
似
値
：

il

の
發
建
 

第
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 ̂
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七
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笫
十
八
卷
c
r
l
s八

)

雜錄怫蹦西經濟學に於る傲値諭の狡達

濟
摩
界
.に
寄
與
せ
る
文
献
‘の
尤
な
る
も
の
は
、
生
前
一 

八
四
〇
年
ょ
6
四
一
年
に
瓦
つ
て
前
ニ
卷
を
公
刊
し
、

死
後
一
八
五
一
年
乃
至
五
♦四
年
に
後
ニ
卷
を
追
刊
せ
.る 

s
c
o
u
r
s

 

d
-
E
c
o
n
o
m
i
e

 

p
o
l
i
t
i
q
u
e
-

:全
四
卷
で
あ
る
。

典
價
値
論
匕
簡
約
す
れ
ば
、
，本
能
並
に
明
昝
k
從
つ
て 

人
類
は
其
欲
望
の
充
足
に
適
す
る
；諸
物
匸
、
然
ら
ざ
る 

も
の
«

を
區
别
す
る

。

前

者

は效
用
が
あ
る
。
人
は
之 

を
探
求
し
之
を
尊
重
す
る
。
後
^

は

效

用

が

な

い

。
-入 

を
之
を
拒
否
し
若
し
く
は
之
を
無
視
す
る
。
效
用
あ
る 

.物
を
菩
入
の
欲
望
に
適
用
す
る
に
は
、
：直
接
：ミ
間
接
ビ 

の
.ニ
途
が
有
り
得
る
。
吾
人
が
之
を
.所
有
す
る
時
は
自 

己
消
费
に
依
り
直
接
で
あ
る
：。

©
人
が
之
を
獲
得
せ
ん 

ミ
す
る
時
は
交
換
に
依
b
間
接
で
.あ

る

；
。
::
/
.
此

交

換

は

唯
 

だ
無
限
の.分

量

に

於

て

存

在

ぜ

ぞ

る

敎

用

^
關
し
で
の 

み

想

像

し得
る
。
若
し
何
人
も
之
.を
缺
乏
甘
ざ
る
に
於 

て
は
、
人
は
之
を
獾
得
す
る
に
交
換
を
組
は
ざ
る
可 

し
。
他
人
の
所
有
に
係
る
物
を
取
得
せ
ん
ど
す
る
希
求

第
九
.號

】

七
八
.‘

芒
方
.
'法
.、
愛
に
交
換
の
事
實
は
含
ま
れ
る
。
数
用
*
稀
少 

性
*移

讓

性

transmissibilit6.

愛
に
交
換
價
値
の
前
提 

は
存
す
る
。

:
第
一
に
價
値
は
效
用
.に
倚
賴
す
る
。
此
效
用
は
又
其 

れ
自
身
が
吾
人
の
欲
蘊
の
輝
々
な
る
範
圍
"

並

に

其

相

「

 

對
的
强
度
に
從
駕
す
る
。
價
値
は
か
る
が
故
にr

不
變 

恒
久
の
物
に
も
あ
ら
す
、
又
諸
物
に
內
在
せ
•る
性
質
に 

も
あ
ら
ず
ご
一
物
^

ー
欲
組
€
の
間
に
存
す
る
缺
乏
感
:
:
: 

充
足
の
關
係
を
廢
除
す
れ
ば
、
'使
用
價
値
は
消
滅
し
，

是
れw

共
に
交
換
價
値
も
亦
た
消
滅
す
る
。
如
何>

」

な

：|
.
 

.れ
ば
交
換
價
値
は
使
用
價
値
^
同
一
の
根
元
に
發
す
る
，.

：： 

故
で
あ
る「

交
換
價
値
は
使
用
價
値
の
一
形
態
に
過
ぎ 

.ぬ
。
使
用
價
値
無
く
ん
ば
交
換
價
値
無
し」
(
c
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並
に
其
繼
承
渚
が
使
用
價
値
を
純
粹
な

:

る
普
遍
性
ど
看
做
し
、
端
緖
に
於
て
寸
言
を
費
や
す
に 

止
ま
り
、
忽
ち
之
を
遺
槳
し
て
復
れ
顧
ざ
る
が
如
き
は

.

.
是
れ
之
を
蔑
視
す
る
の
甚
し
&

も
の
て
ぁ
る(O

P
.
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:第1
1

に
：締
少
性
に
關
し
て
は
沖
。
没
は
皞
に
斷
片
的
：
 

，に
意
見
を
：洩
&

せ
る
^
過
ぎ
ざ
る
も
，
尙
且
つ
精
緻
正 

當
で
ぁ
る
。
へ
彼
れ
はS

3
i
t
h

 .

が
金
.剛
石
は
其
使
用
價
値：| 

に
本
釣
合
な
る
.交
換
價
値
を
有
ず
ど
云
へ
.
.る
言
辭
ど
捉
: 

へ
て
，其

非

を

澥

へ

フ

效

用

ば

「

自
然
的
な
る

V

人
爲
的 

'̂
ん
^
、
永
久
的
な
る
€

一
 

時
的
な
るV」

、

肉
體
的
なI 

る
ビ
精
神
的
な
る
S
を

問

は

す

、

.
一
の
欲
望
を
滿
足
せ 

し
む
る
資
質
で
ぁ
る」

事
、：

金
剛
否
の
«
値
は
其
充
足
：j 

す
る
欲
望
の〗「

强
大
潑
涮J

:

な
：る
に
甚
く
事
、
，金
剛
孖 

は

「

貴
顯
の
表
徵
、
富
裕
の
刻
印
，
裝
飾
0
手
段」

，た 

.石

;*
，
約
言
す
れ
ば
其
交
換
價
値
は
其
使
用
價
値
に
、

\ 

則
ち
::「

其

れ

が

其

所

有

者

，
に
，
致

す

S

S
惟

せ

ら

る

、
奉 

仕」

に
比
例
す
る
事
を
主
張
す
る
。
然
る
後
彼
れ
は
是

欲
望
滿
足
の
直
接
手
段
で
あ
る
。
蓋
し
其
は
他
人
の
所 

持
せ
ざ
る
物
を
所
持
せ
ん
の
希
求
ょ
り
成
る
所
の
、
~ 

吾
人
®
天
性
の
欲
望
を
鎭
撫
す
る
故
で
あ
る
。
此
欲
望 

は

道

學

者

の

非

雛

す

る

所
!"
理

性

の

須

ら

く

茁

當

の

限 

.界

內

に

控

制

せ
ざ

る

可
か
^

ざ
6.

所
な
れ

ざ
も

、

然
も 

實
際
に
於
て
は
此
欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
爲
に
は
、
人 

々
.は

大

な

ゐ

織

牲

を

支

拂

ふ

を

敢

て

辭

せ

ざ

る

所

の

も 

の
で
あ
る
^
}。(op. 

cit. 
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に
高
級
な
る
奢
侈
品
に
於
て
は

、

其
稀
少
な
る

事
實
自 

體
が
直
接
是
れ
に
對
す
る
.嗜
好
を
刺
戟
す
る
意
味
に
於 

:て
、
#
少
性
が
效
用
0
一
 

部
を
成
す
の
觀
め
れ
ど
も
、
.

「 R
O
S
S
!

は
更
に
進
ん
で
稀
少
性
に
獨
立
の
地
位
を
與
へ 

た
。
以
爲
ら
く
、
價
値
の
消
滅
す
る
極
'»
ニ
あ
な
。
假 

.

.令

數
字
的
に
甚
，だ

稀

少

な

b
さ
雖
何
等
の
役
に
党
た
ざ 

る
物
は
毫
釐
の
價
値
無
し
：。
反
對
に
物
理
的
じ
は
大
な

れ
に
附
言
し
て
金
剛
石
の
稀
少
性
其
物
が
人
の
嗜
好
を
る
效
用
ぁ
る
物
ど
雖
> 
例
へ
ば
空
氣
の
如
く
に
、
過
剩 

奪
引
す
る
に
役
a：
つ
所
以
を
述
べ
、「

稀
少
性
は
此
揚
合
な
る
：

2

於
て
は
同
樣
に
價
値
無
し
。
價
値
は
效
用
ど
稀 
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少
'性
^
の

結

合

の

結

果

で

あ

る
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或
る
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の

稀

少

性

愈
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々
’

々
甚
し
き
を
加
ふ
.な
に
從
ひ
，
裒
其
物
0
效
用
愈
々
智 

大
す
る
に
從
ひ
、
其
價
値
ば
.益
々
上
騰
す
る
し
。是
れ
に
八 

皮
D
て
或
る
效
用
あ
る
物
の
愈
々
豐
富
を
加
ふ
る
に
從 

a
、
■又
«.
物
の
效
用
の
愈
々
減
少
す
る
.に
從
ひ
、
其
©
 

値
は
益
々
.下
落
す
るVJ。

.
R
o
s
s
i

は
更
に
數
學
的
稀
少 

性
ビ
經
«
學
的
稀
少
性
ど
を
泥
同
し
な
か
つ
た
。
0 .
く 

「

殺
て
效
用
あ
る
事
を
停
止
せ
る
物
は
、其
#
在
量
如
何
. 

に
輕
微
？
 

^
雖
、
稀
炎
ざ
こ
/)
か

饒

多

で

あ

る
-.
0

人 

々
は
^
を
0
0
せ
.ざ
る
が
故
に
其
は
®C
M
を
"超
過
す 

る
|_
.
ビ
:°
但
彼
れ
は
最
れ
ょ
6
し

てc
o
n
d
m
a
c

の
如
. 

く
に
、
物
は
軍
に
效
思
あ
る
の
故
を
以
て
直
に
交
換
惯 

修

を

生

じ

得

可

し

，

yj

演
釋
す
る
の
誤
謬
ょ
り
免
れ
た
。

結
局
:

「

交
換
®
値
がI

一
 
個
0
源
傲
1
り
發
生
す
る
.は
f
 

ふ
可
か
ら
^;
。
^
<
の
希
求
を
滿
足
せ
し
む
可
く
諸
物 

0
具
有
す
ふ
所
の
資
質 

並
U
其
分
量
：

v

菩
人
の
W

望 

總
和
^

0*
•不
均
衡
是
れ
な
ら
し
ビ
云
ふ
の
で
あ
る

:;
第
三
に
然
も
ば
移
讓
性
は
如
何
。
交
換
可
能
な
ら
ざ 

:
れ
ば
交
換
價
値
無
し
。
是
れ
自
明
の
理g

み
。加
之「

交 

,
換
價
値
は
實
際
，上
交
換
の
瞬
間
其
物
以
外
に
は
存
在
せ 

一
t

J。其
は
持
久
的
な
ら
ず
^
變
に
あ
ら
ず
。
新
た
な
る 

™
交
換
は
之
を
修
訂
し
得
可
し
:0
乍
併
價
値
拟
交
換
以
前 

に

存

在

す

。
，
換

言

す

れ

ば

「
I

物

が

使

用

價

値

を

有

す 

る
以
上
は
、
交
換
價
値
は
可
能
で
あ
肩
。
唯
、だ
；其
は
交 

換
の
瞬
間
以
外
に
は
、
實
現
せ
ら
れ
ず
認
知
せ
ら
れ
^

.

決
定
せ
ら
れ
ざ
4
の
み」
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か
る
が
故
に
交
換
は
價
値
を
創
造
す
る
も
の 

|
に
あ
ら
ず
、•

之
を
表
現
す
る
' に
ih
ま
る
。
其
は
對
等
の 

\ 

'關
係
則
^V

‘「

與

へ
ら
れ
た
，る
瞬
間
に
交
換
#

事
者
の
意 

中
に
.於
て
、
交

換

せ

ら

る

、

ニ

物

の

內

其

|

は
他
の
一 

に
匹
敵
す
.る.
事
を
願
は
す
の
.み
。
交
換
價
値
其
れ
自
身 

は
是
れ
以
上
の
も
の
に
も

あ

ら

す是
れ
以
下
の
も

の

に 

も

あ 
A ず」
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る
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れ
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す
る
ビ
過
ず
ざ
る
淺
雜
狹
小
の
見
解
で
あ
气
若
し
吾I
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:

以

之
親
之R

o
s
s
i

の
價
値
論
は
佛
福
西
學
派
の
傅 

:

人
に
し
て
結
果
に
停
頓
せ
中
し
て
原
因
に
a

り
"
'
 
表

面

k

を
阆
執
し
、
主
«
的
色
彩
心
意
的
傾
向
の
頗
る
顯
著 

,に
願
¥&
-
せ
.る
.機
械
的
事
.

の
底
に
之
を
生
.み
»1
-
す
窮
極
.

な
る
：も
の
が
あ
る
。
然
ら
ば
彼
れ
に
は
英
國
流
の
影
響 

の
因

由
^
趟
ら
ん
4

す
れ
ば
、「

問
ひ
質
す
可
き
は
人

は
絕
無
f

し
乎
。
あ
ら
ず
。
蓋
し
彼
れ
は
交
換
偾
値 

間
で
あ
る」
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の
祓
雜
に
し
て
且
つ
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全

く
相
對
的
な
る
事
賞
を
.認
識 

P

V00
.念 

I

し

た

做
價
値
問
顯
の
解
說
に
m
rn
な
る
方
式 

力
"

之

を

決

定

す

る

願

望

の

强

度

が

潜

在

し

>
1供
給
の
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
ず
ど
思
料
し
、
之
を一

種
の
費
用 

背
後
に
は
货
支
給
の
爲
に
费
や
す
努
ヵ
の
離
易
が
伏
在
一
說
に
於
て
見
出
し
れ
‘。
即
ち
何
等
の
制
限
無
き
競
爭
の 

す

る(op. 

cit. 
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場
合
に
於
て
は
、
其
は
.實
際
上
完
全
に
行
は
れ
難
き
所 

最後に其孰れの伽に取つても、

「

交
換
は
物
々
取
な
れ

^
も

、
價

格

は

一

定

の

水

'準

に

摩

引

せ

ら
.る
。• '.
此 

の
間
接
的
道
途
を
迎
つ
て
谋
滿
足
を
得
ん
^
求
む
る
所
，:,
.水

準

は

生

產

費

に

依

つ

て

決

定

せ

ら

れ

自

然

的

な

る

價 

の
欲
a

の
、
表
現
で
あ
o
結
果
で
あ
る」

。
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つ
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，
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の
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す
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。
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除
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ら
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0
況
や
前
拇
の
如
ぐ
®
値
變
動
論
の
結
論
e
し
て
、 

「

交
撿
價
値
は
使
用
價
値
に
倚
輯
す」

ビ
去
ふ
決
宠
的
言
':
: 

I明

ぁ

る

以

上

は

、

彼

れ

を

生

獅

-«
値

論

の

忠

實

な

る

遵 

泰

激
ど
云
ふ
も
敢
て
不
可
無
き
道
理
，で
ぁ
ら
ぅ
。

0
に 

册
»

に
關
し
て
も一

七
深
く
探
る
に
於
て
は
"
彼
れ
が 

:

使
用
價
値
に
就
い
て
双
#

_
比
較
の
舰
念
a
.る
事
に
寸 

毫
の
言
及
を
も
爲
さ
く

る
が
如
き
：は
、：
或

は

が
 

使

用

價

値

ビ

效

用
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を

混

同

せ

る

に

は

あ

ら

ざ

る

か

の

I
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然
も
假

令
兩
種
*
念
の
混
同
實
在
し
れ
る
場
合
に
於
て
も
、
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換
價
値
の
變
動
の
窮
極
原
因
を
使
用
價
値
に
求
む
る
か 

效
用
R
求
む
る
か
の
相
違
あ
る
の
み
に
て
、
彼
れ
が
常 

.

.

.

.

.

.

に
需
要
侦
を
重
視
し
.、̂
意

的
.*
觀

的

分

子

の

濃

厚

な

り

.，

.
し事
實
に
は
何
等
^
を
援
へ
す
可
き
影
響
を
與
，ふ
る
も 

の
.に
は
あ
ら
ざ
る
事
を
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此 

'間
に
處
し

て

B
a
&
a
t

の
學
說
は
其
内
容
ょ
な
も
其
演 

述
に
於
て
異
色
に
富
め
る
も
の
で
あ
つ
た
。

十

四
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‘

F
r

:s:6ric 

Bastiat 

(
I
8
0
I
-
J
S
5
0)

の

隨

一

の

文

獻

ー 

《
H
a
r
m
o
n
i
e
s
w
c
o
n
o
m
{
q
u
e

 

t 

.
の
上
梓
は
著
者
易
賛
に 

先
立
つ
僅
か
に
五
年
？
.其
價
値
論
を
如
何
に
恶
砠
せ
る 

か

は「

價
値
論
の
經
.濟
學
に
於
る
.t

r

猶
ほ
.ft
數
の 

黛

術

^
於
る
が
如
し」

(
H
a
r
m
o
n
l
e

 

. Ec
o
n
o
m
l
q
u
,

 

O
e
u
v
r
e
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i
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p. 

1
4
0
)

ビ
s

へ
.る
に
徵
レ
て
推
知
す
可
し
.。

其
■綱
要
：

を
摘
出
す
れ
ば
、
凡
そ
人
類
の
社
會
的
生
活
は
苦
痛
れ 

る
欲
望
、
之
を
驅
除
す
る
努
力
、
及
び
快
樂
た
る
滿
足 

の
苽
稷
_
環
連
績
.で
あ
る
？
然
る
.に
此
内
欲
望
ご
滿
足 

ミ
は
純
個
人
的
な
る
感
覺
に
しV

、:;
■:之
を
移
譲
し
難
く 

之
を
比
較
し
難
し
。
唯
だ
獅
b
其
中
項
を
成
す
所
の
努 

力
の
み
が
移
譲
可
能
で
あ
る
。「

吾
人
は
他
入
の
欲
a
を 

感

ヤ

る

能

は

ず

、

吾

人

ば

他

人

^
滿
足
を
感
ず
る
能
は 

ず

、
:̂
併

吾

人

は

相

互

に

動

勞

を

提

供

す

る

_

が
出
來 

る」

"此
勸
勞
の
移
讓
こ
を
は
經
濟
學
の
根
本
對
象
ね
る 

價
値
の
M

々
■の
因
由
を
成
す
の
■で
あ
る
，

(

9
p
.::
,
c

〖

t
.
.
: 

p.:- 

1
4
3)

。

然
る
に
他
方
に
於
て
欲
望
滿
足
の
力
則
ち
效
用 

の
中
，に
は
、

自

然

に

侬

つ

て

無

償

^
與

へ

ら

る

、
部

分
 

あ
b
人
間
に
依
つ
て
#;
«

に
.取

得
1>
ら

る

、
部
分
あ 

t

價
値
の
發
生
し
得
る
は
前
#
に
あ
ら
ず
唯
だ
後
渚 

の
み
。
斯
i

一
方
面
ょ
り
相
興
る
ニ
途
を
迪
つ
て
®
人 

は
、
價
値
は
人
間
が
彼
等
：の
欲
望
に
滿
，足
を
與
ふ
る
爲 

R
爲
す
所
の
努
力
を
取
扱
ふ
も
の
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず

ぞ
の
結
論
に
到
達
す
る(pp. 

5
3ム34)

。

最
後
に
價
値 

は
唯
だ
社
會
生
活
に
於
て
の
み
存
在
し
得
る
。
其
理
由 

は
简
輩
で
ぁ
る
。
即
ち
價
値
は
本
來
此
較
評
價
評
最
を 

意
味
す
る
o
然
る
に
ニ
個
又
はI

1

個
以
上
の
物
が
相
互 

へ
に
他
を
秤
景
す
る
が
爲
に
は
、
其
は
相
互
に
通
約
し
得 

る

C
o
m
m
e
n
s
u
r
a
b
l
e

も
の
れ
ら
ざ
る
可
か
ら
す
、
隨 

つ
て
又
是
れ
が
爲
に
は
其
は
同一

性
質
の
も

の

た

，
ら

ざ 

る
可
か
ら
す
。
»
立
單
獨
の
場
合
に
於
て
は
如
上
の
意 

味
に
於
て
勸
勞
を
：比
較
し
得
る
も
の
無
し
。
然
ら
ば
社 

會
生
.活

に

於

て

は

如

啊

。
人

は

愛

に

一

人
の
努
力
を
以 

て
他
人
の
努
ヵ
ビ
比
較
す
可
し
。
是
れ
同一

性
質
の
、
 

隨
つ
て
通
約
し
得
可
き
一
一
個

‘
の
現
激
な
る
を
以
て
V 

\

rr
く
し
て
.價
値
な
る
語
を
1E
當
に
定
義
す
るu

 

は
"
其
は
•單

に

人

間

の

努

力

：に

ぁ

ら

ず

し

て

、
交
換
せ 

ら
る
、
若
七
く
は
交
換
せ
ら
れ
得
る
人
間
の
努
カ
を
取 

扱
；
も
0
な
る
事
を
知
ら
ざ
る
可
か
ら
中
。
交
換
は
價 

値
を
確
“

I
t

し

價

値

，を

砰

量

す

る

よ

b
以
上
に
出
で
、
價
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绾
九
號
一

'

'

_

wに
存
在
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
余
は
交
換
が
、
諸 

行
爲
並
に
諸
物
に
#
在
を
與
ぷ
；

V
,

云
i

に
あ
ら
ず
、
其 

,

‘が
偾
.値
な
‘る
觀
念
の
存
在
を
與
ふ
ヒ
一

K

は
んV」

欲
す
る 

な
り
？
然
る
に
又
ニ
人
が
相
a
に
現
實
の
努
力
若
し
く 

:

.は

以

前

の

努

力

の

結

果

を

讓

與

す

る

に

際

し

て

は

、
•兩 

.者
各
々
が
他
に
勤
勞
を
致
3
 

<る
可
か
ら
1>
。
愛
に
於 

て
か
余
は
云
は
ん
、「

價
値V

J

は

相

交

換

せ

ら

る

、

ニ 

個
の
勸
勞
の
割
合
な
りJ

V
J
(

 pp. 

1
4
4
-
1
4
5
)
。

:今
如
上
の
所
說
を
仔
細
に
檢
討
す
る
時
は
、
菩
人
は 

.此

.「

動
勞J

な
る
特
殊
の
用
語
の
.中
に
含
蓄
せ
ら
る
、

.內
容
が
、
實

は
毫
末
I
新
鮮
な
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る 

棋
を
發
見
す
可
し
。

yf
o
に
-

B
a
s
t
i
a
t

は
、
K
値
を
以
て 

「

精
神
的
性
質」

q
u
a
l
s

 

m
Q
r
a
l
e

ど
爲
し
效
用
を
以
て 

其

本

源

的

.基

礎

な

り
足
看
.做

せ

るS
a
y

の
學
說
を
批 

判
し
て
、
是
.れ
價
値
の
觀
念
を
«
贊
性
の
羈
絆
ょ
り

救 

へ
る
嚆
矢
な
>
ビ
稱
揚
し
乍
ら
、
然

も

「

若

し.say 

の
意
，味
す
る
所
人
間
の
勤
勞
に
關
す
る
效
用
に
止
ら

ば
、

其
は
，平
期
凡
.庸

の

理

t
rs.s

m
e
.

の
み
。
蓋
し
勸
勞 

s
e
r
v
i
c
e

の
語
®
は

勸

勞

を

致

す

n

の
意
義
を
有 

す
る
羅
典
語
.Ut

i

に
し
て
、
當
然
佛
語
®
效

用u
l
e

 

に
.該

當

す

る

.力

故

で

...あ

る

9
乍

饼

は
_债
値
の
原
則 

j

を
ば
ノ

物

を

通

じ

て

與

へ

ら

る

、
八
間
の
勤
勞
中
に
於 

.る
の
み
な
ら
す
、
又
自
然
が
物
に
賦
與
せ
る
效
用
め
る 

j

資
質
中
に
も
之
を
見
出
せ
b

。
是
れ
.惯
値
は
入
間

に
，ぶ 

b
製

造

せ

ら

る

、
の
み
な
ら
ず
、

亦
た
自
然
に
依
り
て 

:も
製
造
せ
ら
るV

?

云
ふ
結
論
に
導
く
も
の
な
6」

(
O
P.

へ
 

lo.lt 

P
P
.
I
00
0
-
I00
2)

ビ
非
雛
す
れ
ざ
も
、
其
實 

Bastiat 

の
謂
ふ
所
の
勸
勞
に
關
す
る
效
用S

a
y

が
明
®
に 

反
掇
カ
說
せ
る

人
間
の
努
力
に
侬
つ
て
有
«
‘的
に
取
# 

j

:'
せ

ら

る

、
效

用

ど

は

、

本

質

上

些

の

相

違

あ

る

*

無
パ 

し
。
彼
れ
は
單
.に
言
葉
の
綾
に
僞
む
か
れ
た
る
も
の
ヒ
：
 

云
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
彼
れ
が
其
所
謂「

動
勞」

な
る 

用
語
の
中
に
從
前
の
效
用
•稀
少
姓
>
獲
捧
の
離
孕
生
：' 

產
費
•勞
働
等
を
®

礎w
す
る
、凡
ゆ
る
廣
値
：學
說
.を

羅
融
合
し
得
た
b
ビ
自
負
し
、

「

總
て
の
色
調
を
有
す
る： 

學

者

は

、

：：

須
ら
く
滿
足
し
て
可
な

 

.

.
余

の

裁

斷

は

彼
 

等

の

孰

れ

に

對

し

て

も

存

在

の

理

由

を

與

へ

た

: ^
。

是 

れ
彼
等
の
悉
く
が
眞
理
の
幾
分
か
を
看
取
せ
る
が
故
な 

り
。•，過
誤
は
楣
0.
半
面
を
觀
破
し
得
ざ
る
に
在 

(
p
.

VO
3)

ど
て
、
甚
だ
欣
懷
の
色
あ
る
を
0
5:
"
は
捉 

ベ
て
、「

@
入
はE

a
s
t
s
;

の
.粗
朴
な
：る
狂
喜
に
微
笑
を 

禁
ず
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。
蓋
し
彼
れ
は
彼
れ
の
方 

武
が
爾
ぐ
首
肯
し
易
く
且o::f

切
を
這
中
に
包
容
ず
る
；
 

所
以
の
も
の
は
"
單
に
其
れ
が
空
虛
な
る
方
式
な
る
が 

爲
に
.過
ぎ
ざ
る
事
を
悟
7

せ
ざ
り
し
故
で
あ
る
。
其
は 

m

に
合
雜passe-partout

で
あ
る
。
其
は
事
實
價
14
は 

«
#
,
_

a6sirabilit6

に
倚
賴
釣
ミ
云

ふ

に

歸

し

、

結

1
 

.其
れ
以
上
の
意
義
5:
.見
ず」

(

<
0̂:
6 

8仏Rist: H
istory 

o
f Ec

o
n
o
m
i
c

 

D
o
c
t
x

B'es, 

pp. 3
33
-3
3
4
)

ビ
述
懷
せ
：
る 

が
、
吾
人
は
是
れ
に
左
祖
;*
:
:
^
ミ

欲

す

る

も

の

で

あ 

，今
。
而
し
て
其
價
値
を
全
然
物
質
性
ょ
ら
.離
脫
せ
る
純
，
 

浓
十
八
盤
C
1
H六
®

雜

錄

粹
の
人
的
現
象V」

看
做
す
の
點
に
•於
て
、
心
意
的
傾
向 

.

の
頗
る
顯
著
な
る
は
何
人
も
認
容
す
る
所
で
あ
ら
ぅ
。

轉

じ
て
其
價
値
變
動
論
を
窺
ふ
にB

l
a
t

は
依
然
-
 

:
需
要
側
を
强
調
重
視
す <

 

彼
れ
は
g
&
a
°
が
價
値 

1

1の
決
定
因
を
投
卞
勞
働
暈
に
求
め
し
見
解
を
排
し
、
斯 

ッ
く
の
如
き
は
啻
に
價
値
法
則
を
人
力
に
依
つ
て
任
意
に 

增
加
し
得
可
き
諸
物
に
限
局
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
の
み 

な
ら
ず
*
些
々
た
る
勞
慟
の
所
產
が
莫
大
な
る
.價
値
を 

\

取
得
し
孜
々
丹
精
の
成
果
が
却
つ
て
無
價
値
に
歸
す
る 

I
,

日
常
頻
發
の
事
實
、
更
に
又
價
値
變
動
の
現
象
其
物
を 

根
本
的
に
說
明
す
る
を
得
ざ
る
の
缺
陷
あ
爲
し
、. 

是
れ
に：

對
抗
す
可
&
自
說
を
披
歴
し
て「

«
多
の
事
情 

が
ー
.の
.勸

勞

の

相

對

的

重

要

性

：：

(

則
價
値)

を
增
減
す 

る
。
其
は
效
用
の
大
小
に
從
つ
て
增
減
し
、
之
を
提
供
し 

，
得

る

人

の

多

少

に

從

つ

：
て

增

滅

し

'勞
働
*苦
痛
•熟
練
• 

時
間
•
修
智
の
必
要
等
に
從
つ
て
增
減
し
、
，又
是
れ
に
對 

す
る
吾
人
の
判
斷
如
何
に
從
つ
て
增
減
し
"
更
に
其
が

第

九

號

〗

八
泜

佛
蘭
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經
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る
似
値
輸
の
發
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第

九

號

一

八

六

吾
人
自
身
を
し
て
勞
を
節
約
せ
し
む
る
程
度
の
大
小
に 

從
つ
て
增
減
す」

(

o
p
. 

cit. p
、

1
4
5ど
云
.ひ
、
之
を
說
明 

L
1て
.日

く「

若
し
佘
が
海
溶
を
逍
遙
し
て
偶
>
金
剛
否
，
 

を
拾
得
せ
ら
ビ
せ
ば
、
余
は
是
れ
^
依
つ
て
大
な
る
價 

攸
の
所
有
者
ヒ
な
る

.

可
し
。
其
故
如
何
。；

是
れ
余
が
人 

類
に
»
し
て
大
な
る
福
麗
會
鮮
ら
せ
る
が
故
な
る
乎)

i 

楚
れ
佘
が
其
爲
に
長
期
峻
烈
0,
ー
勞
働
を
行
へ
、る
が
故
な 

る
乎
。
共
に
然
ら
ず
。
該
金
剛
石
が
爾
く
大
な
る
價
値 

'を

布

す

る

ゆ

、

是
れ
疑
も
無
く
余
が
：之

を

讓

渡

す

る

-®
：
 

合
に
於
て
、
讓
受
人
が
金
が
彼
れ
に
大
な
る
勸
勞
を
致 

せ
る
も
の
€
風
惟
す
る
^
依
る
。
此
動
勞
は
此
金
剛
石… 

を

希

求

す

る

富

者

愈

々

多

く

、

且
つ
之
を
讓
與
し
得
る 

者

が

唯

だ

余

の

み
な

る

場

合

妃

玲

て

、
、
益

々

^

な

る

も
 

の
ビ
俎
惟
せ
ら
れ
る
の
で
あ
るJ

 

(
P
V
I
5
2
〕
。

則
ち「

價 

俽
法
則
は
動
勞
讓
渡
者
.の
旣
遂
0
努
力
中
に
存
せ
す
し 

て

、
勤
勞
享
受
若
の
是
れ
‘が
爲
に
免
れ
得
る
努
ヵ
中
に 

存

す
る

な

り

」
(p. 

15
3
>
。

抑

々B
a
s
t
i
a
t

の
謂
ふ

所
の
努
カ
沔
至
勤
勞
ど
は
其
意
義
勞
働
ょ
り
も
|
層
廣 

M
、汎
な
る
を
自
稱
す
る
の
み
に
て
、
其
範
圍
甚
だ
瞹
昧
な 

れV」

も
、假
に
之
を
勞
働
ヒ
同
義
語
に
解
す
る
\

價
値 

.
の
大
小
は

生

產

者

供

給

者

の

賊

遂

の

勞

働

量

ミ

沄

ふ

客 

一
觀
的
現
象
に
®

く
も
の
に
あ
&
ず
し
て
、
消
費
者
需
要 

一
者
が
倚
つ
て
以
て
免
れ
得
可
し
^
自
ら
刺
斷
す
る
所
の 

-
隨
つ
て
決
し
て
實
現
實
施
せ
ら
る
、
喾
無
き
所
の
、
勞 

働
量
に
基
く
^
爲
す
も
の
な
る
が
故
に
、
是
れ
歷
然
た
： 

る
主
觀
論
？:
云
は
な
，け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

|

;最
後
に
彼
れ
は
價
値
の
適
當
の
尺
度
を
探
索
し
て
、 

若
し
菩
人
の
要
求
す
る
所
に
し
て
一
ー
個
の
動
勞
の
現
實 

.
の

割

合

如

何

を

表

示

せ

ん

e
す
る
に
止
ら
ば
、
現
行
の 

\.

金
銀
貨
幣
を
以
て
事
足
る
可
し
。
乍
併
科
學
は
此
處
に 

:丨
停
頓
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
其
は
努
カ
ミ
滿
足
^

の
割
I 

合
を
测
定
せ
ん
皮
欲
す
。
而
し
て
其
尺
度
は
努
力
自
體
♦ 

或
は
勞
働
の
外
に
有
る
可
か
ら
ず
^
前
提
し
、
然
i
勞 

働
に
は
巧
拙
あ
y

難
易
あ
：办
危
險
な
る
あ
り
安
全
な
る

ぁ
り
嫌
恶
す
可
き
ぁ
り
魅
惑
に
富
め
る
め
&
、
然
ら
ば 

其
孰
れ
^
標
準
を
{1
く
可
き
か
を
0
問
し
、
結
局
之
を
. 

最
も
取
純
粗
野
原
始
的
な
る
筋
肉
勞
働
ね
し
で
全
く
自 

然
の
協
カ
ょ
6
.隔
離
し
何
人
も
之
を
實
行
し
得
可
き

底 

の
も
の
、

一
言
に
要
約
す
れ
ば2

2

傭
取
勞
働
者
の
勞
働 

に
求
む
可
しw

自
答
し
て
ゐ
る(pp. 

1
9
4
-
1
9
5)

。

今
如 

上
の
文
意
を
咀
嚼
す
る
に
其
；當

否

は

姑

ら

く

措

き

、
：
彼 

n
が
價
_

の
*:
上

の
尺
度
を
最
下
：層

勞

働

者

の

勞

働

に

「 

求
び
る
所
以
は
、
恐
ら
く
此
種
の
勞
働
の1

定
量
が
努 

:
*當
事
者
に
對
し
て
齎
ら
す
所
0
不
快
苦
痛
が
：恒
常
不. 

變
な
るT

事
に
依
れ
る
が
爲
皮
、
推
測
せ
し
む
る
も
の 

が
ぁ
る
。
畢
噫
吾
人
はB

a
s
t
i
a
t

の
惯
値
論
の
徹
頭
徹 

尾
主
舰
論
に
終
始
せ
る
を
悤
ふ
も
の
で
ぁ
る
。

是
れ
ょ
1

则
世
紀
.の
後
半
に
.入
ぅ
て
.英
怫
亂
學
界
の 

交

渉

愈

々

頻

繁

を

加

へ

，

價

値

學

說

の

本

：に
，：於

て

.も
へ 

bja
u
d
H
l
l
a
r
t

以
降
の
諸
家
は
、：

價
値
の
本
質
S
し
て
效 

用

を
カ
說

す

る

戰

に

於

て

飽

く

ま

で

.此
國

の

傳

統

を

嚴

第

十

八

卷

ハ
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三

六

七

>
.
.雜
錄
佛
蘭
西
經
濟
學：

守

し

づ

需

要

の

背

後

；に
.存
す
る
效
用
ビ
供
給
の
背 

後
に
存
す
る
費
用
^
を

.
*
彼

此

調

和

せ

ん

€

欲

す

る

傾
 

向
を
漸
次
釀
成
す
る
に
至
つ
た
。(

未
完)
。
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